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新しい治療法・診断法の研究開発のために
血液や診療情報などを集めています。

現在、当センターでは国内の5つのナショナルセンターとともに、「ナショナルセンター・バイオバンク」
という体制を作り、多くの検体情報（血液・DNAなど）を集め管理し、国内外の研究者が協力して研究する
ことで、新しい診断·治療法を開発しようとしています。
そこで、あなたの血液と病気に関する情報などを研究用に使わせていただけないでしょうか。もちろん、情
報はすべて個人情報を伏せた上で、バイオバンクで厳重に管理します。得られた情報はナショナルセンター、
大学、製薬会社などで研究に使わせていただきます。ご参加いただける場合、血液検査を行い、約20ml採
取します。さらに調査員が30分～1時間程度インタビューを行います。
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研究の概要

インタビュー 保管・管理 研究・開発

採血

例：生活習慣など

約20mL 採取

他のナショナルセンター
(がん研究センターなど)
のバイオバンクと連携

国立精神・神経医療研究センター
バイオバンク

ナショナルセンター・国内外
の大学・製薬会社の研究
所など

問診情報 血液

個人情報を抜いて記号に置き
換えた上で、厳重に管理

ご参加いただける場合や、 問い合わせは下記にご連絡ください。
研究ボランティア（健康な方）も募集しています。

国立精神・神経医療研究センター バイオバンク研究窓口

電話：042-346-3520 (042-341-2712 内線7914)
メールアドレス：biobank@ncnp.go.jp


